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　Somat・medin（以下S・mと略す）は成長促進因子の

一っである。SomAはchick　cartilageへのssSの取り

込みを促進する物質として定義され、この方法がSom

Aの生物学的測定法として使用されて来た。我々はさ

きにヒト胎盤細胞膜を用いるRadi・recept・r　assay

（RRA）を開発した○今回はRadioimmunoassay（R

IA｝の開発を行ったので報告する。

　〔方法〕抗原はスウェーデンKABI社より提供をうけた

crudeなSomAを使用した。免疫動物まNew－Zealand

White　rabbit　4匹を使用したo　SomAのovalbumin　comp－

lexを作成し、　Fremdのimcomplete　adjuvantを加え，

Vaitukaitis等の方法に準じて免疫を行った。　S・mAのヨ

ー ド化はクロラミンT法によった。抗体の検定は0．075M

Veronal　Buffer　PH8．6（1％HSAを含む）を用い，4℃

で3日間インキュベートし，B・Fの分離はポリエチレンク

リコール（PEG）を使用し，抗体に結合した’2s　1－　Som・A

をrカウンターで測定したo

　〔結果〕：各免疫後に耳静脈より採血して抗体価を検定し

たところ，第3回目免疫後からdetect可能な抗体が検出され

第5回免疫後には12ρ00倍稀釈で全放射能の38％が結合

する抗体を得た・生物学的力価78　U／ngをもつcold　S。m

Aにて検討すると，10－250砺‘の間でdose　de　penden　t

のdisplacement　curveが得られ4　O　n9／it4で50％のdis－

placementを得た。他ホルモンの影響としてはNerve

grow　th　factorが2，5μθ／旬で50％，Fibroblast　grow　th

factorが2．　5　Pt9／Steで15％のdisplacementを示したが，

Epidermal　growth　factor，Som　B，　h　GH，　insulin，

proinsulinはこのassay系に影響はみられなかった。次

に血中のS・mAについて検討した。　S・mAは血中では結

合蛋白と結びっいているのでその結合を阻止する物質と
して8－anilino－1－naphthalene　一　su1　fonic　’ acid（ANS）

を加えたところ，ANSはS・mAと結合蛋白の結合を阻害

し，約80％が遊離のS・mAとなり，しかも抗体との結合

は阻害しなかった。そこでbufferにANS（960149／me）

を加えて検討したところ，血清は0．25－10吻4の間で

d・se・一・resp・nseカーブを描き，しかもc・ld　S・m　Aのそれと

平行であった。Intra一及びinter－・assay　variati・nはそれ

ぞれ4．8％，5．8％であった。血清（：　cold　Som　Aを加えて

回収率実験を行ってほぼ100％の回収率を得た。

　以上rabbitにS・mAに対する抗体作成r一成功し，RIA

の基礎的検討を試みた。他の成長因子一S・mC，　IGF－1，

IGF一皿，NSILPなどとのcrossreactionにっいては現

在検討中である。又，種族特異性の問題，種々病態時にお

けるRIAによるS・mA値にっいても合わせて報告する。
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目的：　ProlactinのRadiOimmunoassayが可能にな

って以来，Prolactin分泌異常疾患が注目されてきた。

当病院では，Prolactin　kit“第一’（第一アイソトープ社）

を使用して特に乳癌，脳腫瘍等の患者のProlactinの測

定をルーチンの検査として行なってきた。今回我々は，

二抗体法のProlactin　kit（ダイナボット社）を同時に

2施設において使用する機会を得たので，基礎的検討

を試み，2キット間の比較検討とともに，臨床的有用

性について報告する。

　方法結果：試薬の調整は説明書に従い，assa　yは，

ec法，ファーストインキュベーション4日，第2抗

体注入後セカンドインキュベーション1日で行なった。

B／F分離は3000r，Rm30分間，デカント法で測定し

た。標準曲線の再現性，Bo／T％，回収率，稀釈試

験，測定内および測定間誤差等に関する検討を行なっ

た。

Bo／T陽は46．5％～57％，回収率テストは86．3％～

89．1％稀釈テストでは期待値より低値を示したが，ほ

ぼ直線性が得られた。〔ントロール血清による測定内，

および測定間誤差は，低，中，高，3レベルで行ない，

良い成績を示した。又Prolactin　”第一kitとの相関は

良好であったが，本キットの方が低値を示す傾向が見

られた。

　結論・本法による血中プロラクチンの測定は，安定

性，精度もよく，Prolactinのルーチン測定に有用と思

われる。しかしProlactiバ第一”　kit　eC比較して低値を

示すため，正常値C第一t！kitでは30　mg／ml以下）

の検討が必要と思われる。又，TRH負荷試験が頻繁

に行なわれる為，160mg／ml以上の値を示す検体が20

％程度あり稀釈法による再検が必要となる場合も多く，

この点に関しての検討も必要と思われた。
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